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はじめに

今日学校を取り巻く教育現場では、いじめや体罰、

登校拒否などの問題が生じている。このような状

況の中で、教科指導のみならず、学級経営や生徒

指導、保護者対応の面においても教員にはさまざ

まな資質能力が求められ、教員を養成する大学に

は養成段階における教員の質保証が課せられている。

2013年 度より各課程認定大学は、養成すべき教

員像を明確にし、その基準を満たしているかどう

かを最終的に確認する科目 「教職実践演習」を実

施しているところであろう。近年の教員の資質能

力を取り巻く一連の改革は、1997(平 成9)年7

月28日 の教育職員養成審議会第一次答申 「新た

な時代に向けた教員養成の改善方策」に遡ること

ができる。同答申では、「専攻する学問分野に係

る教科内容の履修とともに、教員免許制度上の履

修が必要とされている授業科目の単位修得等を通

じて、教科指導、生徒指導に関する 『最小限必要

な資質能力』(1)を身につけさせる」ことが課程認

定大学の役割であり、「教員を志願する者に一定

水準以上の知識、技能等を修得させる」ことが大

学の責任であることを明記した。

この答申を受けて、1998(平 成10)年 には教

育職員免許法が改正され、大学における教員養成

カリキュラムにも変革がもたらされた。さらに、

1999(平 成11)年 の教育職員養成審議会第三次

答申 「養成と採用 ・研修との連携の円滑化について」

では、「それぞれの大学が養成 しようとする教員

像を明確に持ち、それを達成するための組織を構

成してカリキュラムを編成すること」が求められ、

「教員養成に携わる大学教員は、自分の専門の授

業と教員養成とのかかわりを考えた授業を行って

いくこと、学生が課題探求能力を身に付けること

ができる授業を行っていくこと」の必要性を説い

ている。

このように教員養成の在 り方や教員養成大学 ・

学部が果たすべき役割については、教育職員養成

審議会でさまざまな議論が行われてきた。この流

れを受けて設置されたのが2000(平 成12)年 の 「国

立の教員養成系大学 ・学部の在り方に関する懇談会」

である。同懇談会は、国立の教員養成系大学 ・学

部における教員養成の在り方についての提言を行っ

ている。提言では、①体系的な教員養成カリキュ

ラムを編成する、②モデル的な教員養成カリキュ

ラムを作成する、③各大学において教員養成カリ

キュラムを工夫することを各大学に求めている。

さらに2005(平 成17)年 の中央教育審議会答

申 「新しい時代の義務教育を創造する」の中では、

義務教育の質の向上を図るために 「教師に対する

揺るぎない信頼を確立する」ことが重要であるこ

とを示し、そのうえで教員の質向上に対する基本

的方策が提言されている。具体的には、大学での

養成段階は、教員として最小限必要な資質能力を

身に付けさせる段階であり、学校のニーズに合致

する資質能力の育成も含め、カリキュラム編成の

改善 ・充実を図るべきだと指摘している。同答申は、

2005(平 成17)年2月 よりもうけられた義務教

育特別部会での審議を取りまとめたものであるが、
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